全国雑木林会議三重大会に参加の皆さまへ、アンケートへのご協力のお願い
　野間直彦（滋賀県立大学）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　安渓貴子（山口大学）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　安渓遊地（山口県立大学）

　山口県の上関（かみのせき）では、昔から集落共有の入会地としてつかってきた場所について、最近少なくとも２０年は伐採利用の形跡がないから、時効によって、住民がその場所を使う権利は消滅した、という広島高裁の判決が作年10月に出され、現在最高裁に上告されています。

　

　入会権が時効によってなくなるという判断は初めてで、もし、このようなことが判例として認められるならば、わが国の里山が、一方的な開発によって破壊されることにもつながりかねません。また様々な利用ができなくなることも考えられます。
　このことについて、あなたのご意見をお伺いします。なお、ご回答の内容については、回答された方が特定されない形で、今後の活動の中で活用させていただく所存です。

Q.1　あなたのご存知の範囲で入会地として使われてきた場所はありますか。

　・ある（可能なら具体的な地名と、利用の形態。山菜を採る、松茸の入札をするなど）

　・ない

Q.2　上で「ある」とされた方にお尋ねします。

　その場所の所有の名義は、国有地・公有地・私有地のどれにあたるかご存知でしょうか。

　　

Q.3　（すべての方にお尋ねします）

　以前から、共有地あるいは入会地として使ってきた場所についての権利が、２０年つかっていないからという理由で時効消滅する、という司法判断についての、あなたのお考えをお聞かせください。

お差し支えなければ

お名前

団体名

メールアドレスまたは住所
　をお教えいただければ幸いです。（アンケートの集計結果をお送りいたします。）
当方の連絡先は　noma@ses.usp.ac.jp です。　　　　　ありがとうございました。
